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第
一
節　

問
題
の
所
在

　

本
書
は
、
京
都
学
派
の
哲
学
者
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
戦
前
と
戦
後
に
教
育
哲
学
を
論
じ
た
木
村
素
衞
（
一
八
九
五
─
一
九
四
六
）

と
高
坂
正
顕
（
一
九
〇
〇
─
一
九
六
九
）
の
教
育
思
想
を
紐
解
く
こ
と
で
、
京
都
学
派
の
教
育
思
想
の
ひ
と
つ
の
系
譜
を
記
述
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
の
同
期
生
で
あ
っ
た
木
村
と
高
坂
は
、
と
も
に
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
─
一
九

四
五
）
の
も
と
で
哲
学
を
学
び
、
京
都
学
派
の
「
第
二
世
代
」
に
属
す
る
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
両
者
の
深
い
交

友
関
係
や
思
想
の
共
通
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
特
に
彼
ら
の
教
育
哲
学
に
関
し
て
は
、
木
村
の
思
想
の
み

が
美
的
・
人
間
学
的
思
想
で
あ
る
と
し
て
個
別
に
論
じ
ら
れ
、
切
り
離
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た（（
（

。
高
坂
を
は
じ
め
、
西
谷
啓
治

（
一
九
〇
〇
─
一
九
九
〇
）
や
高
山
岩
男
（
一
九
〇
五
─
一
九
九
三
）
を
代
表
と
す
る
京
都
学
派
の
哲
学
は
、
戦
中
に
太
平
洋
戦
争
を
意

義
づ
け
し
て
み
せ
た
中
央
公
論
誌
上
の
座
談
会
「
世
界
史
的
立
場
と
日
本
」
に
つ
な
が
る
た
め
に
、
木
村
と
高
坂
は
、
と
も
に
京
都
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学
派
の
哲
学
者
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
思
想
に
関
し
て
は
意
図
的
に
切
り
離
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
従
前
の
議
論
に
対
し
て
本
書
で
は
、
木
村
と
高
坂
を
含
む
一
九
三
〇
年
代
の
京
都
学
派
が
共
有
し
た
「
歴
史
」
へ
の
視

座
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
歴
史
哲
学
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
あ
え
て
両
者
の
教
育
思
想
を
貫
く
共
通
性
を
と
ら
え
、
そ
こ
か

ら
京
都
学
派
の
教
育
思
想
の
特
質
を
記
述
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
彼
ら
が
人
間
を
歴
史
的
主
体
で
あ
る
と
考
え

た
こ
と
、
そ
の
ゆ
え
に
教
育
と
い
う
営
み
に
つ
い
て
、
歴
史
を
作
る
主
体
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
を
形
成
す
る
営
み
で
あ
る
と

論
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
に
西
田
を
含
む
京
都
学
派
の
教
育
思
想
の
特
徴
と
そ
の
問
題
性
を
見
い
だ
す
こ
と
を
試
み
る
。

教
育
学
の
領
域
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
批
判
さ
れ
排
除
さ
れ
て
き
た
京
都
学
派
の
特
に
歴
史
哲
学
に
着
目
し
、
そ
れ
と
教
育
哲
学
と
の

理
論
的
な
架
橋
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
教
育
を
「
歴
史
」
そ
の
も
の
を
形
成
す
る
営
み
で
あ
る
と
考
え
た
彼
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
教
育
哲
学
を
あ
ぶ
り
だ
し
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
以
後
、「
主
体
」
や
「
歴
史
」
と
い
う
大
き
な
物
語
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
現
在

の
教
育
哲
学
や
教
育
理
論
に
対
す
る
示
唆
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
本
書
の
試
み
を
詳
述
す
る
前
に
、
ま
ず
は
と
も
に
京
都
学

派
と
呼
ば
れ
る
木
村
と
高
坂
の
出
会
い
と
経
歴
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

石
川
県
江
沼
郡
に
生
ま
れ
た
木
村
素
衞
と
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
た
高
坂
正
顕
が
、
と
も
に
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
に
入

学
し
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
病
気
療
養
の
た
め
一
年
で
三
高
か
ら
の
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
木
村
の
方
は
、
こ

の
と
き
四
高
か
ら
京
都
を
目
指
し
た
高
坂
よ
り
も
五
歳
年
上
で
、
九
月
に
選
科
生
と
し
て
の
入
学
で
あ
っ
た（（
（

。
こ
の
年
、
哲
学
科
の

講
師
陣
に
は
、
西
田
幾
多
郎
と
田
辺
元
（
一
八
八
五
─
一
九
六
二
）
の
ほ
か
、
西
洋
哲
学
史
の
朝
永
三
十
郎
（
一
八
七
一
─
一
九
五
一
）、

宗
教
学
の
波
多
野
精
一
（
一
八
七
七
─
一
九
五
〇
）、
イ
ン
ド
哲
学
史
の
松
本
文
三
郎
（
一
八
六
九
─
一
九
四
四
）、
美
学
の
深
田
康
算

（
一
八
七
八
─
一
九
二
八
）、
倫
理
学
の
藤
井
健
治
郎
（
一
八
七
二
─
一
九
三
一
）
が
顔
を
そ
ろ
え
、
さ
ら
に
高
坂
と
木
村
の
卒
業
後
、
一

九
二
五
年
に
は
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
─
一
九
六
〇
）
が
、
翌
年
の
一
九
二
六
年
に
は
田
辺
の
推
薦
に
よ
り
天
野
貞
祐
（
一
八
八
四
─
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一
九
八
〇
）
が
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
学
生
の
側
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
助
手
に
務
台
理
作
（
一
八
九
〇
─
一
九
七
四
）
が
、

三
年
先
輩
に
三
木
清
（
一
八
九
七
─
一
九
四
五
）
が
在
籍
し
た
の
に
加
え
、
一
年
後
輩
と
し
て
戸
坂
潤
（
一
九
〇
〇
─
一
九
四
五
）
と

西
谷
啓
治
が
、
さ
ら
に
五
年
後
輩
に
高
山
岩
男
が
入
学
す
る
な
ど
、
両
者
の
在
学
し
た
あ
い
だ
の
哲
学
科
は
、「
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
し
て
の
京
都
学
派
が
ま
さ
に
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
「
黄
金
期
」
で
も
あ
っ
た（（
（

。

　

こ
の
活
気
に
あ
ふ
れ
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
木
村
と
高
坂
は
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
知
的
で
親

密
な
交
友
関
係
は
、
当
事
者
た
ち
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
回
想
に
か
い
ま
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
興
味
深
い
証
言
と
し
て
、
二

人
の
四
年
後
輩
に
あ
た
る
梯
明
秀
（
一
九
〇
二
─
一
九
九
六
）
が
述
べ
た
次
の
一
節
を
引
用
し
て
み
た
い
。

　

西
田
先
生
の
で
あ
っ
た
か
、
田
辺
先
生
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
講
義
を
待
つ
休
憩
時
間
に
「
あ
そ
こ
に
四
天
王
子
が
い
る
」
と

唐
木
順
三
君
が
さ
さ
や
い
た
の
を
、
わ
た
し
は
今
に
鮮
や
か
な
印
象
と
し
て
記
憶
し
て
い
る
。
同
じ
出
身
高
等
学
校
の
間
だ
け
の

ほ
か
は
ま
だ
親
し
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
新
入
学
生
は
、
木
村
素
衞
、
高
坂
正
顕
、
西
谷
啓
治
、
戸
坂
潤
の
四
人
が
心
理
学
教
室

の
前
の
庭
園
で
談
笑
し
て
い
る
の
を
、
遠
巻
き
に
し
て
、
ほ
の
か
な
羨
望
と
ぼ
ん
や
り
し
た
敬
仰
の
気
分
で
眺
め
て
い
た
。
将
来

を
嘱
目
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
誇
示
す
る
か
の
ご
と
く
、
こ
の
四
人
は
当
時
い
つ
も
寄
り
添
っ
て
い
た
の
が
、
誰
の
眼
に
も
映
っ
て

い
た（（
（

。

　

上
の
回
想
か
ら
は
、
後
輩
た
ち
か
ら
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
あ
つ
め
る
四
人
の
充
実
し
た
学
生
生
活
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
で
あ
る
。

戦
後
に
「
京
都
学
派
四
天
王
」
と
い
わ
れ
る
場
合
、
先
の
中
央
公
論
の
座
談
会
「
世
界
史
的
立
場
と
日
本
」
に
参
加
し
た
高
坂
正
顕
、

西
谷
啓
治
、
高
山
岩
男
の
三
名
と
、
歴
史
学
出
身
の
鈴
木
成
高
（
一
九
〇
七
─
一
九
八
八
）
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
た
め
、
上
の
「
四


